
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一昨年まで社会貢献活動の一環として実施していた北条海岸清掃活動を、５月 22日（土）

感染対策を講じながら実施し 18単組から 52人の参加をいただきました。 

開催にあたり坂本議長から「環境保全の取り組みに対する意義と参加者へのお礼」と、活

動に参加すべく駆けつけていただいた湯原俊二予定候補 、興治英夫県議 、福井康夫倉吉市

議が紹介され、諸注意の伝達・記念撮影のあと清掃活動に入りました。 

今にも降り出しそうな曇天とやや強い風の中での清掃活動でしたが、熱心な取り組みに

より 70Ｌ入りのゴミ袋で燃えるゴミ 13袋、燃えないゴミ 2袋、古タイヤなどゴミ袋に入ら

ない大型ごみ 4点が回収されました。 

回収されたゴミの多くは海洋環境の問題になっているペットボトルや発泡スチロールな

どでした。連合鳥取が取り組みを進める「連合エコライフ～with コロナ～」が面的に広が

っていくことが期待されます。 

閉会式のあと参加者全員に飲み物と大山乳業のお菓子セットを配り解散となりました。

疲れた体に甘いものは元気が戻ってきます。特にお子様には喜んでいただけたようです。 

今後も中部地協が実施する社会貢献活動へのご理解と積極的なご参画をよろしくお願い

します。 

 ～ 社会貢献活動として北条海岸を清掃 ～  
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６月６日（日）に開催された第 20 回ＳＵＮ－ＩＮ未来ウオークに、「顔の見える連合活動」の一環として地協役員４人

がボランティアとして参加しました。 

例年 2,500 人規模で開催されますが、今年は感染対策をより徹底させるため山陰両県と但馬地域に限定された 600 余人

が参加し、会場設営やコース途中の安全確保などの役割を担いました。 

 いまこのような企画を開催すること自体大変な状況ではありますが、地域のつながり 

や次世代により良い未来を渡すための取り組みに関わることができたことは貴重な経験 

になりました。 

今後も社会貢献活動に積極的に取り組んでいきたいと思います。 

 

▲集まったゴミの山 

▲あちこちにゴミが散在 

▲ゴミは草の中にも ▲小さな子供さんも頑張りました ▲湯原予定候補も参加 ▲最後にお土産を配付 


